
令和6年度事業計画について

I基本方針

我が国の65歳以上の高齢者人口が､総人口に占める割合は29．1%と年々増加しています。

少子高齢化が進み人口が減少している中､働く意欲のある高齢者が地域社会の担い手となり活

躍することが求めらｵrています。

当シルバー人材センターでは､働く意欲のある高齢者力轄ってきた知識や経験を生かし地域社

会に貢献することが出来るよう､就業機会を提供することにより高齢者の生きがいの向上や居場

所作りの確保に努めております。

新型コロナウイルス感染症や高齢者雇用安定法の改正による70歳までの就業確保努力義務

などにより､当センターでも新規入会者の確保が困難になって来ていますが､活力ある事業運営

のためには会員の拡大が不可欠であり､最重要課題として捉え､入会の促進､退会の抑制､新し

い生活様式に対応した多様な就業機会の開拓に向けた取り組みを積極的に行い､特に女性会員
の拡大に重点を置き､入会勧奨の取組みや新たな職域開拓の取組みを実施し､幅広い会員の入

会を目指します。

また､安定した事業運営に欠かせない取り組みとして､安全･適正就業の徹底に努め､会員が
安心して就業できる体制を整備します。

「フリーランス･事業者間取引適正化等法｣が令和5年5月12日閣議決定され､令和6年秋

には施行予定となっています｡シルバー会員は個人事業主のため法力植用になりますので､新た
な契約方法等の取組みが滞りなく対応できるよう､県シルバー人材センター連合会と連携しなが
ら進めてまいります｡新たな契約では契約条件の提供が必要となるため､業務の効率化等を進め
るうえにもデジタル化を推進し､講習会等を開催し多くの会員のデジタル利用を促進します。

更に､安定的な経営に向けた取り組みとして山梨･塩山両事務所の統合についても引き続き調
査･研究を進めて行くものとします。

今後とも､甲州市､山梨市の両市をはじめ関係機関､民間事業所､市民の皆様のご理解．ご支
援をいただきながら､地域社会に貢献するシルバー人材センターとして更なる充実･発展を目指し、
会員･役職員が一体となり地域の活性化に努めてまいります。
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Ⅱ事業実施計画

基本方針に基づき、令和6年度の各種事業を次のように定め推進して参ります。

l、就業機会の提供と会員の拡大

①シルバー事業の先進事例を基に、会員、役員及び事務局職員が一体となり、会員の
新たな就業と機会確保につながる新たな開拓を推進する。

②シルバー事業を円滑かつ安定的に行えるよう入会説明会を開催し会員の拡大を図
る。また、現職会員による積極的な新規入会者の勧誘を推進する。
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本センターのホームページから入会書類の取得、また、入会説明会動画の視聴がで
きることを周知し新規会員獲得を推進する。

③全ての会員に就業の機会を提供できるよう就業中の会員に理解と協力を求め、ジョ
ブローテーションやワークシェアリングを推進する。

④会員の要望と潜在的な地域ニーズの把握とマッチングを促進する。

⑤季節ごとに(剪定・除草・植木手入れ等)予約募集。

⑥近年事故が増加している機械除草の講習会を実施し、事故抑止を図る°

⑦新規会員獲得に向け、会費の月割りや各種割引制度の導入を検討する。

⑧既存会員がパソコンやスマートフオンで、いわゆる「マイページ」が作成でき本セ
ンター等からの情報伝達がよりスムースに行き渡る情報網確立に向けて、 Smileto

Smileアプリのダウンロードを促進する。
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2，普及啓発活動の推進

シルバー事業への信頼と理解が得られるよう、一般家庭、事業所及び官公庁に対し本

事業の意義と理念及び仕組み等を周知するとともに、高齢者自身の本事業に対する意識

啓発に努める。

公共施設へのポスター掲示やパンフレット等の配布、ホームページ、シルバーの活動内

容をお知らせする機関誌の発行などによる普及啓発と情報発信をする。

①高齢者の就業促進や適正な就業の維持を図るため「シルバー人材センターだより」の

発行及び構成市の広報などを活用し周知活動に努める。

②就業機会の拡大を図るために専門の「就業開拓推進員」を配置し、積極的にシルバ

ー事業のPRに努める。

3，社会参加活動（地域貢献）の推進

本センターが地域社会の一員としての存在意義を高めていくため、除草や清掃のボラ

ンティア活動のほか、地域の課題解決につながる活動を行うことができるよう、 日頃か

ら地方公共団体等と連携を強化し、地域貢献にも取り組んでいく。

4，農作業（果樹栽培等）への支援

地場産業である果樹栽培等、農業の担い手の減少と高齢化の進行が果樹農業の将来に

大きな課題となっているため、会員の適正就業の範囲内で可能な会員の技術向上も含

め、援農講習会の開拓や援農事業の推進に努める。

5，安全・適正就業の推進

会員が自らの健康の維持と安全の確保を図りながら、センターから提供された仕事を

安全かつ適正に遂行できるよう講習会などを開催して、安全意識の高揚と啓発活動を推

進する。
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①安全委員会を開催し、安全・適正就業パトロール、安全就業推進啓発文書の発行及び

安全・適正就業に関する研修会を行い安全適正就業に努める。

②現場リーダーが中心になり危険個所の確認や安全作業推進のため作業開始前の打ち

合わせを徹底する。

③交通ルールを厳守し、就業前、就業後の交通事故防止に努める。

④法令遵守の徹底による適正就業を図るとともに、請負や委託での受注ができない場合

は、労働者派遣事業（シルバー派遣事業）を活用する。

⑤傷害保険・賠償責任保険の周知と不断の見直しに努める。

⑥休日の保険事故への対応体制の確立に向けた取り組み。

⑦事故防止対策器具の積極的な導入に向けた取り組み。

‐

6，労働者派遣事業の推進

就業開拓員による企業訪問を実施し、派遣事業のPRを通じて就業機会の確保及び会
員の拡大を図り業務の拡大に繋げる。

7，事業運営体制の充実

①シルバー人材センターの構成市である山梨市・甲州市との連携をより密にし、山梨
事務所と塩山事務所との情報共有の強化を図り、事務処理方法などを法令等に則した

対応の統一化を進めて行く。そのうえで事業運営体制の充実を図るため、全シ協の提

言や他センターの事務所の構成などを参考としながら、地域社会におけるシルバー事
業の果たす役割を適正に評価し、高齢社会を支える重要な公益法人として育成される
よう、両市に継続的に要請する。

②ホームページ、広報紙ほかを活用して、情報提供の積極的な推進を図る。
③役職員一人ひとりが公益法人として、その職務が問われていることを認識し、シル
バー人材センターの機能をさらに発揮していくための意識改革に取り組む。

Ⅲ法人運営

定款に定める当センターの事業目的に沿って運営できるよう、次の会議を開催する。
なお、必要に応じて理事会の回数が増える場合がある。

①理事会3回

②総会 1回

2,5



書

31日まで
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科目 予算額 前年度予算額 増減 僧考

T一“定咲財霞銅漣の部

1.経鷲増減の部

(1)経常収益

受賑事饗収益 154.820.000 154.200.000 620.000

零亜風今金 136.000.000 135.000.000 1.000.000 鹸謹全目の湿令今

受取材料費等 2.500.000 3.000.000 4600.000

受取事濫餐 16.320｡000 160200.000 120.000

労侭考窪率委等曼錘共 2.880｡000 2,500.000 380.000

労働認透宰璽等受匪哩釜 2.880.000 20500.000 380.000 労働者派遼事蕊手数料

受璽会饗 1.100.000 1.100.000 0

下今回受殴会醤 1.100.000 1．100．000 0 500名

受駁補助金等 30｡291．000 29,9230000 368.000

＝＝－A…＝曾止へ

13.791.000 13.423.000 368.000 園血椣助会

受取市補助金 16.500.000 16.500.000 0 市補助金

雄1値巻 3．000 3.000 0

受取利息 2,000 2.000 0

鑑、恭 1.000 1.000 0

縄鐡収券肝 189.094.000 187.726.000 1.368.000

(2)鰹俊登用 0

率塞唇 192.520｡000 1870659.000 4.861.000

÷三方一八公

136.000.000 135.000.000 1．000．000 鹸窒全困の限今金

圭鐘22型醒竺 2.500.000 3."0.000 A500.000

給料手当 27.821｡000 26.718.000 1.103.000 融目6名

臨時睡曾金 1.771,000 1.836.000 A65｡000 蝕趣開拓目2名

法窪櫓利饗 4.672.000 4.573.000 99.000 社会傑瞳料等

張醗蛤付醤用 1.995.000 1.985.000 10.000
』一G面▲■■■ぬ ▲＝呈一▲←▲

福利厚生饗 234.000 204.000 30.000 勲園餓恋診断等

会醗馨 60．000 500000 10.000 塞什灌戯・掴遮雲員会簿

旅魯審彌嬰 50.000 50.000 0 醗吊時悠旅蜜

彌楢諏樋翌 1.111.000 1.047.000 64．000 蹴鱈料。園便料等

〃ロ一室＝一

50.000 50.000 0

消耗品客 802.000 884.000 八R2nnn 率務用品・鍵料等

住錘 215．000 270.000 △55．000 恵両・遊具修繕等

印刷製本聾 1.020.000 1.160.000 A140．000 会鯉・啓発チラシ等

光熱水料費 520｡000 500.000 20.000 永逝料・醜気料等

賃借料 3.013.000 2,2809000 733.000 OA圏蕊・率務所家賃等

保険料 2.070.000 1,932.000 138.000 会困侭審保険・車両保険等

租騨公淫 4.441.000 2.070.000 2.371.000 消密唖・印紙簿

支払負担金 50.000 10.000 40.000

委舵費 3.676.000 3,600,000 76．000 OA纏器保守料等

士錘聿酷哩 330.000 320.000 10.000 糎孤奉徴料饒

楠砿楠域饗 100.000 100.000 0

錐警 20.000 20．000 0



‐

収支予算香に係る注毘

1投資活励及び財湧活動に関する見込み

2受取配分金の増加に連動する受用（支払配分金・支払材料餐等）に限り予算額を超えて執行することができる。

3借入金限度額

山梨中央銀行からの短期借入金限度額は、 10000万円とする。

4侭務負担額
NRI社会愉報システム株式会社（エイジレス80アクティブ）との5年間のリース契約により、
令和7年度ユ960240円の債務を負担する。

NRI社会傭報システム株式会社（エイジレス80アクティブ）との2年間のリース契約により、
令和7年度34,320円の債務を負担する。

トヨタレンタカー（軽パン）との5年間のリース契約により、
令和7年度～令和10年度各年度356,400円の債務を負担する。
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管理謡 1.024.000 1.017.000 7．000

給料手当 144.000 144.000 0
竺口←酌のⅡ、一睡＝琿阜“~

塗室調利費 23．000 23.000 0 塗A頚罐1F唾案絆全…錘

丑唾鐙付翌用 10．000 1，，，，
ヘマ白ママ華

0
ー
蛾A諏轟に掴墨や趣年灸…

全睡唖 50．000 50.000 0 認箏・Z型母＝里

60．000 60.000 0 役目旅密交通翌

蒲侭諏翻輕 73.000 73.000 0 仕承き・切手等

澗耗品喪 30.000 30.000 0 コピー用紙鯵

印刷製本費 100.000 90."O 10｡000 鍛金鰹塞密騨

賃借料 20,000 20,000 0 鋤全会錫料簿

保険料 92.000 92．000 0 牲目密任賠侭保険等

坦望公鰹 10.000 10.000 0 竪配印錘辱

圭一牟知公
2400000 240.000 0 適合会・全シ協鐸

委院饗 102.000 95.000 7．000 窪肥料蝉

支払手数料 10.000 10.000 0 握込手数料笛

織聾 60．000 70｡000 A10．000 慶弔聾騨

経備餐用計 193.544.000 188.676.000 4.868.000

当姻錘常増減額 △4.450.000 A950．000 △3.500.000

④ 錘姪里4伽池毎錘

(1)経常外収益

経儲外収益針 0 0 0

〃の、~樺型羅偲ロ

圏宏客憲除却担 1 0 1

什器撹品陰却狙 1 0 1

経常外費用叶 1 0 1

当埋錘儀外増減額 △1 0 △1

当期一投正喋財寵増波額 △4.450.001 △950.000 △3.500．001

一般正睦財産期首残高 23.987.016 22.213.168 1.773.848

一勘TF睦財露期束璽迩 19.537.015 21.263.168 △1.726.153

而津嘩睦窪麺圭鐸な 19.537.015 21.263.168 △1.726.153

科目 予算額 前年度予算画 増減 値考

[投昏躍動哩支の部］

<投竪緩赴収入＞

敷金・保旺金等戻り収入 0 890 A890

囮睡金璽り収入 0 890 A890

没存法出師入叶 0 890 A890

牲客濡猷古出叶 0 0 0

壁塗篭動収入計 0 0 0

<財董遥動支出＞

叶建睡峨奄蝸畔 0 0 0


